
（
１
）
賃
上
げ
の
要
求

３
月
１
７
日
第
２
回
統
一
交

渉
を
経
て
（
３
月
１
９
日
１
２

時
現
在
ま
で
の
集
計
）
、
全
体

で
９
５
支
部
分
会
（
昨
年
９
０

支
部
分
会
）
が
有
額
回
答
を
引

出
し
て
い
ま
す
。

全
体
の
組
合
員
平
均
は
５
６

２
１
円
（
１.

９
４
％
）
、
支
部

分
会
平
均
は
４
９
２
１
円
（
１
．

８
０
％
）
と
な
り
、
３
月
１
０

日
の
初
回
回
答
か
ら
上
回
り
、

昨
年
同
期
と
比
較
し
て
も
支
部

分
会
平
均
額
が
若
干
上
回
り
奮

闘
し
て
い
ま
す
。

東
京
東
部
・
長
野
・
前
田
鉄

工
所
支
部
で
は
初
回
回
答
か
ら

１
０
０
０
円
増
額
の
４
０
０
０

円
の
２
次
回
答
を
引
出
し
、
東

京
東
部
・
日
本
ロ
ー
ル
製
造
支

部
で
は
５
０
０
円
増
額
の
７
，

５
０
０
円
、
大
阪
・
田
辺
鉄
工

所
支
部
で
は
５
０
０
円
増
の
５

０
０
０
円
な
ど
の
２
次
回
答
を

引
き
出
す
な
ど
、
全
国
１
０
支

部
分
会
で
上
積
み
回
答
を
引
き

出
し
、
回
答
を
変
え
さ
せ
て
い

ま
す
。

（
２
）
初
任
給
引
き
上
げ
の

要
求東

京
南
部
・
Ｉ
Ｓ
Ｂ
支
部
で

学
歴
ご
と
に
「
３
６
０
０
円
～

４
２
０
０
円
引
き
上
げ
る
」
と

い
う
回
答
を
引
出
し
た
の
を
は

じ
め
、
東
京
西
部
・
リ
ガ
ク
支

部
で
は
学
歴
に
応
じ
て
「
１
０

０
０
円
～
３
１
０
０
円
」
の
増

額
、
神
奈
川
・
川
崎
支
部
三
和

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会
で
は

「
高
専
・
短
大
卒
・
大
学
卒
の

そ
れ
ぞ
れ
を
２
０
０
０
円
増
額

し
、
同
時
に
大
学
院
卒
の
初
任

給
を
新
設
し
、
住
宅
手
当
１
１
，

０
０
０
円
を
含
む
も
の
の
２
２

２
０
０
０
円
」
と
い
う
前
進
回

答
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。

長
野
・
前
田
製
作
所
支
部
で

は
３
０
０
０
円
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
を
実
施
し
、
初
任
給
引
き
上

げ
と
同
時
に
賃
金
カ
ー
ブ
の
是

正
を
行
う
と
い
う
回
答
を
引
き

出
し
ま
し
た
。

（
３
）
均
等
待
遇
の
要
求

東
京
南
部
・
Ｉ
Ｓ
Ｂ
支
部
で

は
「
低
ラ
ン
ク
」
の
再
雇
用
者

の
賃
金
を
３
６
０
０
０
円
増
額

す
る
と
い
う
回
答
を
引
き
出
し

ま
し
た
。

そ
の
他
、
多
く
の
支
部
分
会

で
、
一
時
金
・
諸
手
当
・
休
暇

な
ど
で
、
前
進
回
答
を
引
き
出

し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

◎
三
興
製
鋼
支
部
５
０
０
０
円

◎
Ｉ
Ｓ
Ｂ
支
部
８
６
７
４
円

◎
富
田
電
機
支
部
１
５
０
０
円

◎
日
本
Ｎ
Ｃ
Ｒ
支
部
３
４
０
０
円

◎
東
京
衡
機
（
友
好
労
組
）
５

０
０
０
円

一
時
金
夏
季
１
．

６
ヶ
月
の
回
答
を
引
き
出
し
て

い
ま
す
。

三
興
製
鋼
支
部
以
外
は
闘
争
続

行
中
で
す
。

◎
三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分

会
で
６
３
０
０
円
の
賃
上
げ
、

初
任
給
２
０
０
０
円
の
増
額

◎
日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会

３
月
２
５
日

回
答
指
定
日

【
執
行
委
員
長
長
谷
川

記
】

〒214－0021 川崎市多摩区宿河原６－２４（南武線・久地駅徒歩5分）

＊＊相談活動50年、一人でも入れる組合です＊＊ 支部携帯：090-8109-7682
TEL:044-811-4138 FAX:044-811-4144 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ:jmitu-kawasaki@aioros.ocn.ne.jp

2021年

３月２4日

NO.6709号

21春闘はいまが頑張りどき！
一発回答で終わらせず納得いく回答引き出そう！

要求にこだわり経営者に大幅上積みを求めよう！

95支部分会で有額回答を引き出す 10支部分会で上積み回答

組合員平均5,621円（1.94％） 支部平均 4,921円（1.80％）

川
崎
支
部

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
全
国

神
奈
川
地
本



昨
年
は
中
止
と
な
り
２
年
ぶ
り
に
、

「
金
属
労
働
者
の
つ
ど
い
」
が
開
催

さ
れ
医
療
・
介
護
・
自
治
体
・
福
祉
、

争
議
で
た
た
か
っ
て
い
る
は
ば
ひ
ろ

い
仲
間
も
駆
け
つ
け
連
帯
し
て
東
京

と
大
阪
で
参
加
６
０
０
名
で
集
会
と

デ
モ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
京
で
は
、

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
会
場
は
広
く
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
十
分
な
対
策
が
と
ら

れ
て
の
集
い
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

サ
イ
レ
ン
ト
デ
モ
と
な
り
、
「
要
求

プ
ラ
カ
ー
ド
」
を
皆
が
手
に
持
ち
会

場
か
ら
銀
座
そ
し
て
東
京
駅
近
く
ま

で
の
人
手
の
多
い
都
内
を
行
進
し
て

訴
え
か
け
る
パ
レ
ー
ド
と
な
り
ま
し

た
。

「
コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
医
療
、
い
の
ち

を
守
れ
、
困
窮
す
る
多
く
の
国
民
に

対
し
政
府
の
対
策
と
支
援
、
働
く
仲

間
の
大
幅
賃
上
げ
が
必
至
」
と
訴
え
、

「
み
ん
な
で
声
を
上
げ
世
論
を
つ
く

ろ
う
」
と
２
１
春
闘
で
団
結
と
連
帯

を
よ
び
か
け
る
集
い
で
し
た
。

「
自
粛
は
し
て
も
要
求
は
委
縮
し
な

い
」
と
元
気
で
た
た
か
う
労
働
組
合

の
見
え
る
化
の
取
り
組
み
が
重
要
と

私
は
思
う
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

支
部
か
ら
は
、
労
働
相
談
の
仲
間

を
含
め
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

《
矢
部
》

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
通
新
産
業

本
部
で
は
、
全
国
で
１
５

支
部
分
会
が
２
４
事
業
所

で
時
限
ス
ト
を
決
行
し
て
、

団
交
で
賃
上
げ
の
実
施
、

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
休

暇
・
手
当
な
ど
実
現
し
ま

し
た
。

（
浅
岡
・
矢
部
ス
ト
支
援
）

6７０９号 （２）

JMITU通信産業本部神奈川分会
３月１１日（木）第1次統一ストライキ、支援者の仲間

２
１
春
闘

３
月
７
日
「金
属
労
働
者
の
つ
ど
い
」

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
要
求
実
現
が
必
死



（3） 6709号

な
ん
ぶ
せ
ん

▼
ア
メ
リ
カ
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ア
ト
ラ

ン
タ
近
郊
で
白
人
男
性
が
８
人
を
殺
害
、

う
ち
６
名
が
ア
ジ
ア
系
女
性
で
、
ア
ジ

ア
系
へ
の
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
（
憎
悪
犯

罪
）
が
急
増
し
て
い
る
。
背
景
と
し
て

人
種
差
別
や
女
性
蔑
視
が
動
機
と
疑
わ

れ
て
い
る
。
▼
国
連
の
グ
テ
レ
ス
事
務

総
長
は
、
『
人
種
差
別
は
根
深
い
、
ア

フ
リ
カ
系
住
民
へ
の
差
別
、
先
住
民
や

少
数
民
族
へ
の
抑
圧
や
不
正
義
、
白
人

至
上
主
義
者
ら
の
敵
対
的
な
見
方
に
表

れ
て
い
る
地
球
規
模
の
悪
だ
』
と
警
告

し
て
い
る
。
▼
米
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
、

『
構
造
的
な
人
種
主
義
や
白
人
至
上
主

義
は
米
国
に
は
び
こ
る
醜
い
毒
』
と
非

難
し
た
。
ア
ジ
ア
系
で
黒
人
の
ハ
リ
ス

副
大
統
領
も
ア
ト
ラ
ン
タ
を
訪
れ
激
励

し
て
い
る
。
▼
こ
の
背
景
に
は
、
新
型

ウ
イ
ル
ス
を
「
中
国
ウ
イ
ル
ス
」
と
呼

び
、
ヘ
イ
ト
を
助
長
し
た
ト
ラ
ン
プ
前

大
統
領
の
責
任
は
重
大
だ
。
▼
コ
ロ
ナ

禍
で
先
行
き
が
見
え
ず
、
不
安
が
高
ま

る
中
で
疑
心
暗
鬼
に
な
り
、
目
先
の
対

象
に
攻
撃
を
加
え
る
こ
と
に
、
世
界
中

で
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
必
要
が
あ
り
、

日
本
人
の
犠
牲
者
が
出
な
い
こ
と
を
祈

る
ば
か
り
だ
。

シ
テ
ィ
ー
ボ
ー
イ

１
０
年
目
を
迎
え
て

私
は
３
つ
考
え
て
見
ま
し
た
。

①
地
震
が
起
き
た
時

東
日
本
大
震
災
が
あ
っ
た
の

は
２
０
１
１
年
３
月
１
１
日
１

４
時
４
６
分
で
、
仕
事
を
し
て

い
た
時
で
し
た
。
携
帯
か
ら
地

震
警
報
の
ア
ラ
ー
ム
と
ア
ナ
ウ

ン
ス
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
「
地

震
で
す
。
地
震
で
す
」
と
。
思

わ
ず
机
の
下
に
も
ぐ
り
込
み
ま

し
た
。
「
す
ぐ
に
揺
れ
は
収
ま

る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
」
が
余
震

は
続
い
た
。
揺
れ
が
収
ま
っ
て

外
に
出
ま
し
た
が
再
び
揺
れ
だ

し
た
。
驚
い
た
事
に
電
柱
が
振

り
子
の
様
に
左
右
前
後
に
ゆ
れ
、

大
地
は
大
き
く
揺
れ
て
い
た
。

ま
た
空
を
見
上
げ
れ
ば
航
空
機

が
旋
回
を
し
て
い
ま
し
た
。
羽

田
空
港
に
降
り
ら
れ
な
く
旋
回

し
て
い
ま
し
た
。

②
震
度
５
弱
の

地
震
を
体
験
し
て

な
ん
と
い
っ
て
も
長
い
時
間

の
揺
れ
で
恐
怖
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
日
は
余
震
が
続
い
て
い
ま

し
た
。
早
め
に
会
社
を
退
社
し

て
徒
歩
で
帰
る
事
に
し
ま
し
た
。

ア
パ
ー
ト
で
は
、
停
電
で
し
た
。

夜
の
２
２
時
に
電
気
が
来
て
一

番
に
テ
レ
ビ
を
見
て
驚
き
ま
し

た
。
津
波
の
場
面
で
し
た
。
以

前
に
プ
ー
ケ
ッ
ト
で
大
地
震
あ

り
、
と
ん
で
も
な
い
状
況
だ
と

他
人
事
の
様
に
思
え
た
が
ま
さ

か
日
本
に
大
地
震
が
来
る
と
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

③
大
地
震
の
備
え
は

心
の
準
備
を
す
る
事
。
身
の

回
り
の
危
険
な
所
が
無
い
か
。

避
難
場
所
を
調
べ
る
。
避
難
ル
ー

ト
も
考
え
る
。
災
害
が
起
き
た

時
に
知
ら
せ
る
た
め
の
笛
を
買

い
ま
し
た
。

最
後
に
一
言

こ
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ

て
今
で
も
福
島
で
の
生
活
が
出

来
な
い
人
が
数
万
人
に
い
ま
す
。

一
番
最
悪
な
事
は
福
島
原
発
事

故
で
す
。
こ
れ
は
防
げ
た
も
の

で
す
。
安
全
神
話
で
事
故
よ
り

も
利
益
優
先
し
た
結
果
だ
と
思

い
ま
す
。
安
全
神
話
を
見
直
す

べ
き
で
す
。

今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。
他
で
も
温
暖

化
に
よ
る
自
然
災
害
が
大
き
く
な
っ

て
き
て
益
々
人
間
や
動
植
物
が
生

き
ず
ら
い
世
界
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
将
来
に
わ
た
っ
て
地
球
に

住
み
続
け
ら
れ
る
行
動
を
と
っ
て

行
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

三
和
分
会

小
林
正
一

東

日

本

大

震

災



同一企業内における正社員、（無期雇用フルタイム労働者）と非正規社員の間の不合理な待遇差

をなくすためにパートタイム・有期労働法が中小企業でも、今年4月1日から適用されます。

（大企業では昨年4月1日から適用）

改正のポイント（厚労省「同一労働同一賃金ガイドライン」）

１．不合理な待遇差の禁止（主なもの） その①

＜基本給＞

能力・経験、業績・成果、勤続年数に応じて支給する場合、同一であれば同一支給を、一定の違

いがあった場合は、その違いに応じて支給しなければならない。

昇給は勤続による能力の向上に応じて行うものについては、同一の能力向上には同一の、違いが

あれば違いに応じた昇給をしなければならない。

＜賞与＞

業績等への労働者の貢献に応じて支給するものについては、正社員と同一の貢献である場合は同

一の支給を、貢献に一定の違いがある場合は、その違いに応じて支給しなければならない。

次回号は、

１．不合理な待遇差の禁止その②＜家族手当・住宅手当等＞＜福利厚生施設の利用＞など

２．非正規労働者に対する待遇に関する説明義務の強化

３．行政による事業主への助言・指導・裁判外紛争手続き

（光田 道雄）

６７０９号 （４）

正社員と非正規社員の間の不合理な待遇差が禁止されます！

4月から中小企業でもパートタイム・有期雇用労働法が適用されます その①

非正規社員（パートタイム労働者、有期雇用労働者、派遣労働者※１）について、

以下の１～３を統一的に整備。

１．不合理な待遇差の禁止（第８条、９条）

同一企業内において正社員と非正規社員との間で、基本給や賞与などのあらゆる

待遇について不合理な待遇差を設けることが禁止されます。

２，労働者に対する待遇に関する説明義務の強化（第１４条）

非正規社員は、「正規社員との待遇差の内容説明」などについて、事業主に説明を

求めることが出来るようになり、事業主は説明しなければなりません。

３，行政による事業主への助言・指導・裁判外紛争手続き（行政ＡＤＲ）※２の整備

（第２４～２６条）

都道府県労働局において、無料・非公開の紛争解決手続き（行政ＡＤＲ）を行います。「均

等待遇」や「均等待遇の理由」に関する説明についても行政ＡＤＲの対象。

※１ 派遣労働者についても、改正後の労働者派遣法により上記１～３が整備される

※２ 事業者と労働者との間の紛争を、裁判をせずに解決する手続き



代表的な言動の類型 該当すると考えられる例

①殴打、足蹴りを行 う

②相手に物を投げつける

①人格を否定するような言動を行う 。 相手の性的指
向・性自認に関する侮辱的な言動を含む。
②業務の遂行に関する必要以上に長時間にわたる厳しい
叱責を繰り返し行う
③他の労働者の面前における大声での威圧的な叱責を繰
り返し行う
④相手の能力を否定し、罵倒するような内容の電子メー
ル等を当該相手を含む複数の労働者宛てに送信する
①自身の意に沿わない労働者に対して、仕事を外し、長期間
にわたり、別室に隔離したり、自宅研修させたりする
②一人の労働者に対して同僚が集団で無視をし、職場で孤立
させる
①長期間にわたる、肉体的苦痛を伴う過酷な環境下での勤務
に直接関係のない作業を命ずる
②新卒採用者に対し、必要な教育を行わないまま到底対応で
きないレベルの業績目標を課し、達成できなかったことに対
し厳しく叱責する
③労働者に業務とは関係のない私的な雑用の処理を強制的に
行わせる
①管理職である労働者を退職させるため、誰でも遂行可能な
業務を行わせる
②気にいらない労働者に対して嫌がらせのために仕事を与え
ない
①労働者を職場外でも継続的に監視したり、私物の写真撮影
をしたりする
②労働者の性的指向・性自認や病歴、不妊治療等の機微な個
人情報について、当該労働者の了解を得ずに他の労働者に暴
露する

（６）個の侵害（私的なこと
に過度に立ち入ること）

パワーハラスメントの例
以下の例については 、 優越的な関係を背景として行われたものであることが前提です 。

（１）身体的な攻撃（暴行・
傷害）

（２）精神的な攻撃（脅
迫・名誉棄損・侮辱・ひど
い暴言）

（３）人間関係からの切り離
し（隔離・仲間外し・無視）

（４）過大な要求（業務上明
らかに不要なことや遂行不可
能なことの強制・仕事の妨
害）

（５）過小な要求（業務上の
合理性なく能力や経験とかけ
離れた程度の低い仕事を命じ
ることや仕事を与えないこ

（５） 6709号

2020年6月1日より（労働施策総合推進法 第30条）

職場におけるパワーハラスメント対策が事業主の義務に！
中小企業主は2022年4月1日より義務化

同
じ
職
場
で

働
く
者
に
対

し
て
、
職
務
上
の
地
位
や

人
間
関
係
な
ど
の
職
場
内

の
優
位
性
を
背
景
に
、
業

務
の
適
正
な
範
囲
を
超
え

て
、
精
神
的
・
肉
体
的
苦

痛
を
与
え
る
又
は
職
場
環

境
を
悪
化
さ
せ
る
行
為
を

い
い
ま
す
。
具
体
例
は
表

参
照
。

こ
こ
で
い
う
職
場
と
は
、

勤
務
時
間
外
の
「
懇
親
の

場
」
、
社
員
寮
や
通
勤
中

な
ど
で
あ
っ
て
も
、
実
質

上
職
務
の
延
長
と
考
え
ら

れ
る
も
の
は
「
職
場
」
に

該
当
し
ま
す
。
ま
た
労
働

者
と
は
、
正
規
雇
用
労
働

者
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
、
契
約
社
員
、
派
遣
労

働
者
（
派
遣
労
働
者
に
つ

い
て
は
、
派
遣
先
事
業
主

も
自
ら
雇
用
す
る
労
働
者

と
同
様
に
、
措
置
を
講
ず

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
）

以
上
は
パ
ワ
ハ
ラ
の
定

義
と
具
体
例
で
す
。

①
企
業
ト
ッ
プ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
企
業
ト
ッ
プ
が
、
職
場

か
ら
パ
ワ
ハ
ラ
を
な
く
す

こ
と
を
、
明
確
に
示
す
。

②
ル
ー
ル
を
決
め
る

就
業
規
則
に
、
パ
ワ
ハ

ラ
の
禁
止
・
処
分
に
関
す

る
規
定
を
設
け
る

③
職
場
の
実
態
を
把
握
す

る
従
業
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施

④
教
育

管
理
職
研
修
・
従
業
員

研
修
の
実
施

⑤
社
内
で
の
周
知
・
啓
蒙

組
織
の
ル
ー
ル
や
相
談

窓
口
に
つ
い
て
周
知
す
る
。

①
相
談
や
解
決
の
場
を
提

供
す
る

企
業
内
・
外
に
相
談
窓

口
を
設
置
し
職
場
の
対
応

責
任
者
を
決
め
る
。

②
再
発
防
止
の
た
め
の
取

組
行
為
者
に
対
す
る
再
発

防
止
研
修
を
行
う
。

こ
の
法
律
は
パ
ワ
ハ
ラ

の
相
談
等
を
行
っ
た
こ
と

に
対
し
て
、
解
雇
な
ど
の

不
利
益
扱
い
を
し
て
は
な

ら
な
い
と
明
確
に
規
定
し

て
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
、
厚
生
労
働

省
が
発
行
し
て
い
る
パ
ン

フ
を
参
考
に
し
て
、
記
し

ま
し
た
が
、
小
生
が
最
も

重
要
だ
と
思
う
こ
と
は
、

企
業
ト
ッ
プ
が
『
パ
ワ
ハ

ラ
を
許
さ
な
い
』
と
い
う

明
確
な
姿
勢
を
示
す
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

【
細
谷
静
雄

記
】

パ
ワ
ハ
ラ
と
は

予
防
す
る
た
め
に

解
決
の
た
め
に

不
利
益
扱
い
の
禁
止

ハラスメントに関する
資料・ビデオ等

厚生労働省



Ａ＝７、Ｂ＝９、Ｃ＝４、Ｄ＝５
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6708号の答えは ３
月
１
９
日
（
金
）
溝
の

口
駅
前
デ
ッ
キ
に
て
街
頭
労

働
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
に

全
労
連
ビ
デ
オ
ニ
ュ
ー
ス
を

映
し
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、

通
行
中
の
方
の
１
割
く
ら
い

（
全
く
の
主
観
で
す
が
）
が

振
り
向
い
て
い
ま
し
た
。

「
あ
な
た
の
職
場
の
パ
ワ
ハ

ラ
相
談
し
た
ら
」
な
ど
と
言

う
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

今
回
相
談
は
、
女
性
が
１

名
で
職
場
で
の
恒
常
的
な
パ

ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
（
被
害

者
が
数
名
い
る
）
の
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
弁
護
士
２
名
、

建
設
労
組
１
名
、
川
崎
支
部

３
名
で
し
た
。

次
回
は
、

４
月
３
０
日
（
金
）
川
崎
駅

で
す
。

【
細
谷
静
雄

記
】

労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

今後の日程
３月２５日（木）第３次統一交渉日 日本シャッター団交18:00～

２７日（土）労働相談（支部事務所）13:00～／第4回未組織宣伝（久地駅）11:30～

３０日（火）崎陽軒対策会議（支部事務所）19:00～

４月０３日（土）労働相談（支部事務所）13:00～

０４日（日）「コロナ緊急食糧支援・なんでも相談」東田公園13:00～川崎労連主催

０７日（水）第8回書記局会議（支部事務所）19:00～

０８日（木）ワーカーズネット運営委員会（ＺＯＯＭ）18:30～

１０日（土）労働相談（支部事務所）13:00～

１４日（水）第1４回支部執行委員会（支部事務所）19:00～

１７日（土）労働相談（支部事務所）13:00～

１９日（月）ワーカーズネット街頭相談ＰＴ（ＺＯＯＭ）19:00～

２４日（土）労働相談（支部事務所）13:00～

２８日（水）第1５回支部執行委員会（支部事務所）19:00～

３０日（金）ワーカーズネット街頭労働相談（川崎駅）19:00～

５月０１日（土）第92回川崎メーデー

０７日（金）平和大行進

≪クイズの結果≫ 賞品は５００円相当です。
解答者は5名、全員正解でした。当選者は下記の通り
菅原祐三さん（支部報読者） 図書カード
澁谷裕之進さん（三和分会家族） 図書カード
石田洋司さん（合同分会） 図書カード
尾崎康尚さん（日本シャッター分会） 図書カード
Ａさん（三和エレクトロニクス） 図書カード

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ワ
カ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
か
わ
さ
き

街
頭
労
働
相
談
実
施


